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 11月11日（土）、東京都が進めている
「外国人おもてなし語学ボランティア」育成事
業の１つ、「外国人おもてなし語学ボランティ
ア」育成講座を、東京都と本学の主催で、本
学の91年館にて開催しました。 
 この講座は、東京都を訪れた外国人が、
「場所に迷った」、「体調を崩した」といった状
況に直面している際、積極的に声をかけ、彼
らが東京での滞在を楽しめるよう支援できる人
材を育成する取り組みです。 
 昨年の７月もこの講座は実施され、本学で
は２回目の開催。今回は20名の学生・職員
が参加してくれました。  

 ・動画視聴 

 講義を始める前に、２つのビデオを鑑賞しま
した。1つ目は、「外国人おもてなし語学ボラン
ティア」は、どういった取り組みをするのか、につ
いての動画です。東京2020大会に向けて、
外国人観光客の増加が見込まれていること。
そして、こうした観光客が困っている際、「おも
てなしの心」を持ち、拙くても英語で話しかけ、
サポートをしてほしい、というメッセージでした。
２つ目の動画は、台東区にある宿「澤の屋」
で実践されている「おもてなしの心」を紹介する
動画です。澤の屋のご主人が、「うまく英語を
話すことよりも、相手をおもてなしする、受け入
れるという姿勢が大事。気後れしている、関わ
りたくないといった内面は、言葉に出ていなくて
も相手には伝わる」と言っていたのが印象的で
した。 

・先生による講義 

 動画視聴後は、語学学校の傍島先生によ
る講義です。 
講座ですので、座って話を聞くのがメインに思
われますが、ロールプレイを中心に、英語を
使って人と話してみることが主でした。 
具体的には 
1.ジェスチャーゲーム 
  「神社の歩き方」など 
2.ロールプレイ 
  「参拝の仕方」・「手の清め方」 

  「ものを無くした外国人への対応」など 
です。 
 ジェスチャーゲームは、言葉を使わずに身振
り手振りで自分の状況を伝え、それを正しく受
け取ってもらう練習です。「神社の正しい歩き
方」では、手で鳥居の形を作ったり、神様を模
したポーズを取ったりしながら、相手に正しい歩
き方を伝えていました。 
 ロールプレイは、一方が外国人役、もう一方
が日本人役を担います。与えられた難しいお
題を、日本人役が英語を用いて相手に伝える
のですが、「柄杓（ひしゃく）」や「お賽銭」と
いった、どう英語にすればいいのか難しい単語
も含まれていて、四苦八苦している様子でし
た。 
 参加者同士で4人グループ或いはペアを組
み、こうした活動を行いました。初めて会った人
同士ですので、始めてすぐは、戸惑いや照れが
ありましたが、先生が常に場を盛り上げ、楽し
い空気を作ってくださっていたおかげで、すぐに
皆打ち解けていました。 

・最後に 

 最後に今回の講座の総まとめとして、ボラン
ティアとしてどのようなおもてなしを心掛けたい
か、を定める「おもてなし5か条」を作成。 
参加者全員で意見を出し合い、 
  「1.明るい笑顔」 
  「2.わかりやすく伝える」 
  「3.落ち着いた対応」 
  「4.積極的な対応」 
  「5.知識をつけておく」 
の5つを彼らにとっての「おもてなし５か条」とし
ました。 
 このボランティアは、決まった場所・決まった時
間に行うものではありませんから、「今からボラ
ンティアにいくぞ」というのではなく、いつでもこの
おもてなしの心を持っていることが大切です。 
 外出時、困っている外国人の方を見かけた
際は、是非、この５か条を大事にして、彼らへ
の声掛け・サポートを行っていただきたいと思い
ます。 

参加した学生の感想 

「学校の教科書で出てくる表現が意外
と使えるということもそうだが、なにより身
振りを大きく、わかりやすくを意識すると
相手に伝わりやすいんだなぁ、と体験の
中で感じました。 
 今後実践していきたいとは思うが、い
きなり街中で話しかけるのは勇気がいる
ので英語の教師と話してみる、ということ
から自分なりの一歩を踏み出していきた
い。」 

講師の傍島先生 

 講師は傍島先生。先生は昨年実
施した際も講師を担当してくれた方で
す。 
 留学経験やホームステイの学生を招
いた経験など、様々なご自身の経験
を話してくれました。  



・企画趣旨 

 「外国人おもてなし語学ボランティア」育成
講座は、先述のとおり、外国人と話す場面を
想定したロールプレイなどを行う学習でした。 
 そこで、その学んだことを活かす機会を設け
たいと考えた学生コーディネーターからの提案
を受け、オプション企画「留学生おもてなし高
尾山ツアー」を実施。 
 これは、本学に在籍する留学生と共に高尾
山に登り、「英語を話すことへの不安を無くす」
ことと、「留学生との親睦を深める」ことを目的
とする企画です。 
 雨天による実施日の延期などの影響から、
当日12月9日は留学生の参加を募れません
でしたが、高尾山には多くの外国人観光客が
登山を楽しんでいたため、彼らに話しかける、
という形で企画を実施しました。 

・ツアーの様子 

 当日は、10時に高尾山口駅集合。登るに
あたっては、最も登山者が多い1号路を選び
ました。 
 参加してくれた4人の学生のうち、そのほとん

どが高尾山登山初体験＆初対面ということ
で、初めは緊張した面持ちでしたが、ゆっくり
登りながら、皆で話をしていくうちに打ち解けて
いきました。 
 登り始めてしばらくは、結構な斜面が続きま
したが、関東平野が一望できる程のひらけた
見晴台についてからは道が緩やかになり、山
頂まで互いの親睦を深めながら登ることができ
ました。 
 登山途中にある薬王院 薬王堂では、全員
で手水や参拝をする機会があり、語学講座で
学んだこと・知ったことを活かせた他、法螺貝を
ふきながら行脚しているお坊さん達の姿を見る
ことができ、高尾山独自の面白さを体感しま
した。 
 およそ２時間にわたる登山で、標高599ｍ
の高尾山の山頂に到着。時間がお昼だったの
で、昼食をしている登山者で混雑していまし
た。高尾山頂では残念ながら雲が多くて富士
山を見ることができませんでした。しかし、鮮や
かな紅葉と綺麗な山々の景色を見ながら昼
食をとることができました。昼食後は自由時間
を設け、本来の目的である外国人との交流を
図りました。多数いる外国人の登山者の中か

 ～本ツアーに参加した 
    学生コーディネーターからの声～ 

・外国人の方と話してみたいと思い、本ツアーに
参加させて頂きました。初めこそ外国人観光
客の方に声をかけるだけでも勇気を必要としま
したが、次第に慣れ、また他の学生と協力した
こともあって、たどたどしいながらも英会話を楽し
むことが出来ました。機会があれば是非次回も
参加したい、そう感じたツアーでした。 

・山頂で外国の方に出身や来日の経緯などを
を質問してきました。活動を通じ、言語の異な
る方に声をかける勇気や、自身の英語が通じ
るという自信を得ることが出来ました。また、イン
タビューの際に、一人の方から「日本人はシャイ
すぎる」と聞いたため、国籍に関わらず、色々な
方と積極的にコミュニケーションをとっていきたい
です。 

 
 
 
 

アメリカの博士研究員とのお話 

オプション企画「留学生おもてなし高尾山ツアー」 

高尾山山頂での集合写真 

ら話をしてくれそうな人を探し、勇気を出して
声をかけていました。 
 声をかけた方々は日本語学校の先生で日
本語が上手な外国人や帰国が迫っている留
学生でした。初めのアメリカ人男性は博士研
究員、次に声をかけたのはオランダからの留学
生でした。日本人はシャイで話しかけてくれな
い人が多いとのことで、「君たちはGood Job 
‼」と褒められたようです。一度話しかけて上
手くいくと自信がつくもので、次に行ける勇気
が湧いてきます。ここで経験したことを忘れない
で欲しいと強く思いました。 
 下山は4号路を選択。高尾山で唯一の吊
り橋が人気のコースです。4号路は1号路と異
なり舗装された道ではなく、登山道らしい険し
い道でした。仏閣などが数多くあった1号路と
対称的に、大変自然豊かなコースでした。前
日が雨だったため、落ち葉で滑りやすいところ
もありましたが、けがもなく無事に降りることが
できました。 
 ４号路と１号路が合流する地点からは、近
くにあるケーブルカーに乗車。 
 日本一の急勾配を誇るケーブルカーからの
景色は、大変素晴らしく、皆夢中で写真を
撮っていました。 

・まとめ 

 このオプション企画は、延期や留学生の参
加を募れなかったことなどもあり、少々不安が
ありましたが、参加した学生達が、おもてなし
講座で学んだ知識・精神を十分に発揮し、
大変良いイベントとなりました。 
 彼らには、今後とも様々な場面でこうした力
を発揮し、外国の方と豊かな関係性を築いて
いってほしいと思います。 

↑学生コーディネーターの市川さん作 
  の留学生向けポスター。 
  全文英語で作っていただきました。 


